
【埼玉県病床機能報告定量基準分析の枠組み】

稼働病床1床当た

りの月間の回数

40床の病棟

に換算した場合

A 2.0回/月・床以上 80回/月以上
B 0.5回/月・床以上 20回/月以上

がん C 0.5回/月・床以上 20回/月以上
D あり あり

E あり あり
心血管疾患 F 0.5回/月・床以上 20回/月以上

G あり あり

・救命のための気管内挿管 ・カウンターショック

・体表面・食道ペーシング法 ・心膜穿刺

・非開胸的心マッサージ ・食道圧迫止血チューブ挿入法

・観血的肺動脈圧測定 ・頭蓋内圧持続測定(3時間超)
・持続緩徐式血液濾過 ・人工心肺
・大動脈バルーンパンピング法 ・血漿交換療法
・経皮的心肺補助法 ・吸着式血液浄化法

・人工心臓 ・血球成分除去療法

・観血的動脈圧測定(1時間超) ・胸腔穿刺
・ドレーン法 ・人工呼吸(5時間超)

稼働病床1床当た

りの月間の回数

40床の病棟

に換算した場合

K 2.0回/月・床以上 80回/月以上
L 0.1回/月・床以上 4回/月以上
M 0.1枚/月・床以上 4枚/月以上
N 1.0日/月・床以上 40日/月以上

救急 O 10人/年・床以上 33.3人/月以上
重症度等 P 25%以上 25%以上

※…主たる診療科が産科・産婦人科・小児科・小児外科であるものを除く。

平成２９年度病床機能報告　各医療機関からの報告内容と定量基準分析結果について

区分線1で高度急性期に分類する要件

しきい値

ただし、実際には各病棟にはさまざまな病期の患者が混在する中で、病棟単位での集計結果に応じて

区分するため、ある病棟が、わずかな機能の差によって、「急性期の病棟」に区分されたり「回復期の病

棟」に区分されたりし、それに応じて「急性期の病棟の病床数」も大きく変わる。

区分線には「絶対の閾値」があるわけではなく、ある程度の幅をもたせて考えることが必要。

（趣旨）定量的な基準により地域の医療機能の現状を分析し、各医療機関が自機

関の立ち位置を確認し、医療機能の分化と連携を議論するための「目安」を提供。

□「ICU→高度急性期」「回復期リハ病棟→回復期」「療養病棟→慢性期」な

　ど、どの医療機能と見なすが明らかな入院料の病棟は、当該医療機能として扱う。

手術
全身麻酔下手術
胸腔鏡・腹腔鏡下手術
悪性腫瘍手術

脳卒中
超急性期脳卒中加算

脳血管内手術

経皮的冠動脈形成術

救急

救急搬送診療料

H

救急医療に係る諸項目（下記の合計）

0.2回/月・床以上 8回/月以上

I

重症患者への対応に係る諸項目（下記の合計）

0.2回/月・床以上 8回/月以上

全身管理 J
全身管理への対応に係る諸項目（下記の合計）

8.0回/月・床以上 320回/月以上

□特殊性の強い周産期・小児・緩和ケアは切り分けて考える。

□特定の医療機能と結びついていない一般病棟・有床診療所の一般病床・地域包括

　ケア病棟（周産期・小児以外）を対象に、具体的な機能の内容に応じて客観的に

　設定した区分線１・区分線２によって、高度急性期/急性期/回復期を区分する。

上記K～Pのうち1つ以上を満たす

がん
放射線治療（レセプト枚数）
化学療法（日数）
予定外の救急医療入院の人数
一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合

上記A～Jのうち1つ以上を満たす

区分線2で急性期に分類する要件

しきい値

手術
手術
胸腔鏡・腹腔鏡下手術

資料５－６





平成２９年度病床機能報告　各医療機関からの報告内容と定量基準分析結果について   

※報告内容に差異のある病床のパターン　　Ａ：報告内容「高度急性期」→「回復期」　　Ｂ：報告内容「高度急性期」→定量基準「急性期」　　Ｃ：報告内容「急性期」→定量基準「回復期」

A B C D E F I G H J K L M N O P
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下手術
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手術
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手術
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救急搬送

診療料
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全身管理へ
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手術

胸腔鏡・
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手術

放射線治

療（レセ

プト枚

化学療法
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急医療入院

の人数

一般病棟用の重

症度、医療・看護

必要度を満たす

患者割合

2.0 0.5 0.5 0.0 0.0 0.5 0.2 0.0 0.2 8.0 2.0 0.1 0.1 1.0 10.0 25%

南西部 朝霞市 医療法人社団武蔵野会ＴＭＧあさか医療センター 2A病棟 急性期 高度急性期 46 46 一般病棟７対１入院基本料 0.30 2.48 1.28 19.41 18.8 高度急性期

南西部 朝霞市 医療法人社団武蔵野会ＴＭＧあさか医療センター 3A病棟 高度急性期 高度急性期 46 46 一般病棟７対１入院基本料 1.50 0.87 0.43 0.04 0.04 3.35 2.78 0.87 16.35 35.2 高度急性期

南西部 朝霞市 医療法人社団武蔵野会ＴＭＧあさか医療センター 2B病棟 高度急性期 高度急性期 58 58 一般病棟７対１入院基本料 2.29 3.24 2.47 7.48 40.7 高度急性期

南西部 朝霞市 医療法人社団武蔵野会ＴＭＧあさか医療センター 3B病棟 高度急性期 急性期 B 48 48 一般病棟７対１入院基本料 0.81 0.02 0.10 0.04 2.77 1.31 0.02 0.02 9.17 37.6 急性期

南西部 朝霞市 医療法人社団武蔵野会ＴＭＧあさか医療センター ハイケアユニット 高度急性期 高度急性期 5 5 ﾊｲｹｱﾕﾆｯﾄ入院医療管理料２ 1.20 7.20 67.40 高度急性期

南西部 朝霞市 医療法人社団武蔵野会ＴＭＧあさか医療センター 脳卒中ケアユニット 高度急性期 高度急性期 3 3 脳卒中ｹｱﾕﾆｯﾄ入院医療管理料 0.67 0.67 0.67 20.67 0.67 61.00 高度急性期

南西部 朝霞市 医療法人社団武蔵野会ＴＭＧあさか医療センター 2C病棟 急性期 急性期 60 60 一般病棟７対１入院基本料 0.07 1.10 0.78 0.05 0.42 16.97 25.7 急性期

南西部 朝霞市 医療法人社団武蔵野会ＴＭＧあさか医療センター 3C病棟 慢性期 慢性期 60 60 障害者施設等10対１入院基本料 0.03 0.67 慢性期

南西部 朝霞市 朝霞厚生病院 ２階病棟 急性期 急性期 44 44 一般病棟13対１入院基本料 0.02 0.16 0.20 0.02 10.39 急性期

南西部 朝霞市 朝霞厚生病院 ３階病棟 慢性期 慢性期 41 41 障害者施設等13対１入院基本料 0.17 慢性期

南西部 朝霞市 医療法人山柳会塩味病院 一般病棟 急性期 回復期 C 36 36 一般病棟15対１入院基本料 0.03 0.03 0.14 2.64 回復期

南西部 朝霞市 医療法人山柳会塩味病院 回復期リハビリテーション病棟 回復期 回復期 24 24 回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟　入院料３ 回復期

南西部 志木市 医療法人社団武蔵野会ＴＭＧ宗岡中央病院 3階病棟 急性期 回復期 C 60 60 一般病棟10対１入院基本料 0.05 1.38 0.23 0.17 9.38 13.8 回復期

南西部 志木市 医療法人社団武蔵野会ＴＭＧ宗岡中央病院 2階病棟 回復期 回復期 40 40 回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟　入院料１ 回復期

南西部 志木市 医療法人社団浅野病院 ２Ｆ病棟 慢性期 慢性期 48 48 療養病棟入院基本料１ 0.44 0.04 慢性期

南西部 和光市 坪田和光病院 一般病棟 急性期 回復期 C 51 51 一般病棟13対１入院基本料 0.10 0.04 0.75 回復期

南西部 和光市 独立行政法人国立病院機構埼玉病院 ３Ｓ病棟ＮＩＣＵ 高度急性期 高度急性期 4 4 新生児特定集中治療室管理料２ 4.25 高度急性期

南西部 和光市 独立行政法人国立病院機構埼玉病院 ４Ｎ病棟ＣＣＵ 高度急性期 高度急性期 8 8 特定集中治療室管理料１ 26.63 高度急性期

南西部 和光市 独立行政法人国立病院機構埼玉病院 ４Ｓ病棟ＨＣＵ 高度急性期 高度急性期 4 4 ﾊｲｹｱﾕﾆｯﾄ入院医療管理料１ 1.00 0.50 4.00 3.25 高度急性期

南西部 和光市 独立行政法人国立病院機構埼玉病院 ５Ｎ病棟ＨＣＵ 高度急性期 高度急性期 4 4 ﾊｲｹｱﾕﾆｯﾄ入院医療管理料１ 15.50 6.25 4.75 2.50 8.25 3.00 26.75 21.25 6.25 高度急性期

南西部 和光市 独立行政法人国立病院機構埼玉病院 ３Ｓ病棟（小児） 急性期 急性期 22 22 小児入院医療管理料２ 0.18 0.23 25.27 急性期

南西部 和光市 独立行政法人国立病院機構埼玉病院 ３Ｓ病棟（一般） 急性期 急性期 14 14 一般病棟７対１入院基本料 1.29 19.50 急性期（産科）

南西部 和光市 独立行政法人国立病院機構埼玉病院 ４Ｎ病棟 急性期 急性期 42 42 一般病棟７対１入院基本料 0.10 0.05 0.02 0.21 2.33 0.64 0.05 0.14 4.86 32.1 急性期

南西部 和光市 独立行政法人国立病院機構埼玉病院 ４Ｓ病棟 急性期 高度急性期 49 49 一般病棟７対１入院基本料 0.78 0.02 0.43 0.24 0.96 0.02 0.02 0.14 3.90 23.9 高度急性期

南西部 和光市 独立行政法人国立病院機構埼玉病院 ５Ｎ病棟 急性期 急性期 46 46 一般病棟７対１入院基本料 0.50 0.20 0.11 4.78 1.39 0.20 0.33 6.11 30.2 急性期

南西部 和光市 独立行政法人国立病院機構埼玉病院 ５Ｓ病棟 急性期 急性期 55 55 一般病棟７対１入院基本料 0.64 0.13 0.20 1.44 1.42 0.13 0.36 0.95 3.64 23.7 急性期

南西部 和光市 独立行政法人国立病院機構埼玉病院 ６Ｎ病棟 急性期 急性期 50 50 一般病棟７対１入院基本料 0.02 0.14 1.26 0.88 0.06 0.74 3.46 31.6 急性期

南西部 和光市 独立行政法人国立病院機構埼玉病院 ６Ｓ病棟 急性期 急性期 52 52 一般病棟７対１入院基本料 1.21 1.75 3.27 0.02 0.04 3.12 28.3 急性期

南西部 和光市 医療法人寿鶴会菅野病院 4階病棟 急性期 回復期 C 26 26 一般病棟15対１入院基本料 0.04 0.12 0.12 0.27 回復期

南西部 和光市 医療法人寿鶴会菅野病院 7階病棟 慢性期 慢性期 38 38 療養病棟入院基本料１ 0.03 慢性期

南西部 新座市 堀ノ内病院 本館2階 急性期 回復期 C 49 49 一般病棟15対１入院基本料 0.31 0.02 0.06 2.22 0.67 0.02 0.35 4.12 回復期

南西部 新座市 堀ノ内病院 本館3階 急性期 回復期 C 52 52 一般病棟15対１入院基本料 0.02 0.04 0.10 3.87 0.17 0.02 5.10 回復期

南西部 新座市 堀ノ内病院 2号館2階 急性期 回復期 C 46 46 一般病棟15対１入院基本料 1.26 0.04 0.02 6.87 回復期

南西部 新座市 堀ノ内病院 2号館3階 急性期 回復期 C 42 42 一般病棟15対１入院基本料 0.02 0.05 0.12 0.05 5.81 回復期

南西部 新座市 医療法人昭仁会北野病院 11 慢性期 慢性期 28 28 療養病棟入院基本料１ 慢性期

南西部 新座市 医療法人昭仁会北野病院 22 慢性期 慢性期 60 60 療養病棟入院基本料１ 0.02 慢性期

南西部 新座市 医療法人昭仁会北野病院 33 慢性期 慢性期 60 60 療養病棟入院基本料１ 0.02 慢性期

南西部 新座市 医療法人社団青葉会新座病院 ４階病棟 急性期 急性期 32 32 一般病棟７対１入院基本料 0.09 0.09 9.34 30.1 急性期

南西部 新座市 医療法人社団青葉会新座病院 ３階病棟 回復期 回復期 48 48 回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟　入院料１ 回復期

南西部 新座市 医療法人社団青葉会新座病院 ２階病棟 回復期 回復期 48 48 回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟　入院料１ 回復期

南西部 新座市 静風荘病院 ３階病棟 急性期 回復期 C 48 48 一般病棟15対１入院基本料 3.31 0.02 回復期
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南西部 新座市 静風荘病院 4階病棟 慢性期 慢性期 38 38 障害者施設等13対１入院基本料 1.79 慢性期

南西部 新座市 静風荘病院 5階病棟 慢性期 慢性期 38 38 障害者施設等13対１入院基本料 2.11 慢性期

南西部 新座市 医療法人社団武蔵野会新座志木中央総合病院 1病棟 急性期 高度急性期 24 24 一般病棟７対１入院基本料 0.92 0.08 0.38 1.75 1.29 17.96 30.9 高度急性期

南西部 新座市 医療法人社団武蔵野会新座志木中央総合病院 2A病棟 急性期 高度急性期 43 43 一般病棟７対１入院基本料 0.35 0.14 0.05 0.02 0.02 0.12 2.77 0.77 1.60 13.74 18.8 高度急性期

南西部 新座市 医療法人社団武蔵野会新座志木中央総合病院 3病棟 急性期 高度急性期 33 33 一般病棟７対１入院基本料 0.82 0.58 0.21 0.12 7.15 1.24 0.58 0.06 2.21 9.52 21.4 高度急性期

南西部 新座市 医療法人社団武蔵野会新座志木中央総合病院 4病棟 急性期 急性期 36 36 一般病棟７対１入院基本料 0.11 0.61 0.64 0.78 13.56 16.9 急性期

南西部 新座市 医療法人社団武蔵野会新座志木中央総合病院 7病棟 急性期 急性期 45 45 一般病棟７対１入院基本料 1.51 0.58 2.20 13.40 25.2 急性期

南西部 新座市 医療法人社団武蔵野会新座志木中央総合病院 2B病棟 急性期 回復期 C 48 48 一般病棟７対１入院基本料 0.79 0.23 1.02 0.08 9.17 6.1 回復期

南西部 新座市 医療法人社団武蔵野会新座志木中央総合病院 2C病棟 急性期 回復期 C 22 22 一般病棟７対１入院基本料 1.41 0.55 1.41 0.68 5.09 17.9 回復期

南西部 新座市 医療法人社団武蔵野会新座志木中央総合病院 5病棟 慢性期 慢性期 36 36 障害者施設等10対１入院基本料 1.83 0.11 0.50 慢性期

南西部 新座市 医療法人社団武蔵野会新座志木中央総合病院 6病棟 慢性期 慢性期 40 40 障害者施設等10対１入院基本料 1.53 0.03 0.58 15.08 慢性期

南西部 新座市 医療法人向英会高田整形外科病院 一般 急性期 回復期 C 40 35 一般病棟15対１入院基本料 1.00 0.77 1.06 1.09 回復期

南西部 富士見市 医療法人さくらさくら記念病院 ２階病棟 急性期 高度急性期 42 42 一般病棟10対１入院基本料 0.07 0.05 0.21 0.76 0.57 1.60 14.8 高度急性期

南西部 富士見市 医療法人さくらさくら記念病院 ３階病棟 急性期 回復期 C 49 49 一般病棟10対１入院基本料 0.02 0.78 0.12 0.31 2.3 回復期

南西部 富士見市 医療法人恵愛会恵愛病院 産婦人科病棟 急性期 急性期 60 60 一般病棟10対１入院基本料 2.47 急性期（産科）

南西部 富士見市 みずほ台病院 急性期機能病棟０１ 急性期 急性期 60 60 一般病棟10対１入院基本料 0.17 0.10 0.03 0.07 0.07 0.28 0.10 0.18 2.97 急性期

南西部 富士見市 医療法人財団明理会イムス富士見総合病院 A館5階 高度急性期 急性期 B 39 39 一般病棟７対１入院基本料 0.64 0.08 0.15 0.79 1.28 0.08 0.18 3.92 28.1 急性期

南西部 富士見市 医療法人財団明理会イムス富士見総合病院 SCU 高度急性期 高度急性期 6 6 ﾊｲｹｱﾕﾆｯﾄ入院医療管理料１ 0.67 6.67 高度急性期

南西部 富士見市 医療法人財団明理会イムス富士見総合病院 ICU 高度急性期 高度急性期 6 6 特定集中治療室管理料３ 2.33 0.17 4.33 0.67 33.50 4.17 6.67 高度急性期

南西部 富士見市 医療法人財団明理会イムス富士見総合病院 B館3階 高度急性期 急性期 B 35 35 一般病棟７対１入院基本料 0.06 0.43 0.06 0.03 1.66 1.00 3.86 37.7 急性期

南西部 富士見市 医療法人財団明理会イムス富士見総合病院 B館5階 高度急性期 回復期 A 37 37 一般病棟７対１入院基本料 0.41 0.16 0.65 0.92 13.2 回復期

南西部 富士見市 医療法人財団明理会イムス富士見総合病院 A館4階 急性期 回復期 C 39 39 一般病棟７対１入院基本料 0.56 0.79 0.56 0.10 4.15 19.7 回復期

南西部 富士見市 医療法人財団明理会イムス富士見総合病院 A館6階 急性期 急性期 43 43 一般病棟７対１入院基本料 0.14 2.00 0.09 5.72 36.2 急性期

南西部 富士見市 医療法人財団明理会イムス富士見総合病院 A館7階 急性期 回復期 C 43 43 地域包括ケア病棟入院料１ 0.02 0.02 0.35 3.3 回復期

南西部 富士見市 医療法人財団明理会イムス富士見総合病院 B館6階 急性期 急性期 45 45 小児入院医療管理料２ 0.02 0.02 0.11 0.02 2.82 急性期

南西部 富士見市 医療法人財団明理会イムス富士見総合病院 B館4階 回復期 回復期 34 34 回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟　入院料１ 回復期

南西部 ふじみ野市 医療法人誠壽会上福岡総合病院 ３Ｃ病棟 急性期 慢性期 45 45 障害者施設等15対１入院基本料 0.38 慢性期

南西部 ふじみ野市 医療法人誠壽会上福岡総合病院 ３Ｂ病棟 慢性期 慢性期 45 45 療養病棟入院基本料２ 0.16 慢性期

南西部 ふじみ野市 医療法人社団草芳会三芳野第２病院 急性期 回復期 C 45 45 一般病棟15対１入院基本料 0.71 回復期

南西部 ふじみ野市 富家病院 本館３階北回復期リハビリテーション病棟 回復期 回復期 28 28 回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟　入院料２ 回復期

南西部 ふじみ野市 富家病院 新館２階療養病棟 慢性期 慢性期 43 43 療養病棟入院基本料１ 0.07 0.37 慢性期

南西部 ふじみ野市 富家病院 本館５階療養病棟 慢性期 慢性期 46 46 療養病棟入院基本料１ 19.61 0.11 慢性期

南西部 ふじみ野市 富家病院 本館３階南特殊疾患病棟 慢性期 慢性期 29 29 特殊疾患病棟入院料１ 慢性期

南西部 ふじみ野市 富家病院 本館２階障害者病棟 慢性期 慢性期 56 56 障害者施設等10対１入院基本料 0.66 慢性期

南西部 三芳町 医療法人財団明理会埼玉セントラル病院 本館7階病棟（療養病棟（回復期リハビリテーション病棟）） 回復期 回復期 48 48 回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟　入院料１ 回復期

南西部 三芳町 医療法人財団明理会埼玉セントラル病院 本館4階病棟（療養病棟） 慢性期 慢性期 48 48 療養病棟入院基本料１ 4.27 慢性期

南西部 三芳町 医療法人財団明理会埼玉セントラル病院 本館5階病棟（特殊疾患病棟） 慢性期 慢性期 48 48 特殊疾患病棟入院料１ 慢性期

南西部 三芳町 医療法人財団明理会埼玉セントラル病院 本館6階病棟（療養病棟） 慢性期 慢性期 54 54 療養病棟入院基本料１ 慢性期

南西部 三芳町 医療法人財団明理会埼玉セントラル病院 本館8階病棟（療養病棟） 慢性期 慢性期 52 52 療養病棟入院基本料１ 0.04 3.94 慢性期

南西部 三芳町 医療法人社団明芳会イムス三芳総合病院 8階ＨＣＵ 高度急性期 高度急性期 4 4 ﾊｲｹｱﾕﾆｯﾄ入院医療管理料１ 0.25 0.25 1.00 1.00 0.75 7.00 3.00 46.75 高度急性期

南西部 三芳町 医療法人社団明芳会イムス三芳総合病院 6階ＨＣＵ 高度急性期 高度急性期 4 4 ﾊｲｹｱﾕﾆｯﾄ入院医療管理料１ 0.75 17.25 1.00 24.25 高度急性期

南西部 三芳町 医療法人社団明芳会イムス三芳総合病院 6階病棟 急性期 高度急性期 44 44 一般病棟７対１入院基本料 0.41 0.07 0.02 0.68 0.73 0.05 10.89 27.7 高度急性期

南西部 三芳町 医療法人社団明芳会イムス三芳総合病院 7階病棟 急性期 急性期 48 48 一般病棟７対１入院基本料 0.04 0.08 1.40 0.19 9.81 38.4 急性期

南西部 三芳町 医療法人社団明芳会イムス三芳総合病院 8階病棟 急性期 高度急性期 44 44 一般病棟７対１入院基本料 0.68 0.68 0.11 2.82 1.39 0.68 0.55 20.34 31.6 高度急性期
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医療圏 市町村 医療機関名

南西部 三芳町 医療法人社団明芳会イムス三芳総合病院 9階病棟 急性期 急性期 48 48 一般病棟７対１入院基本料 0.38 0.35 0.04 1.96 0.04 10.94 18.9 急性期

南西部 三芳町 医療法人社団明芳会イムス三芳総合病院 5階病棟 慢性期 慢性期 46 46 障害者施設等10対１入院基本料 0.04 1.46 0.07 慢性期

南西部 三芳町 医療法人社団草芳会三芳野病院 一般病床 急性期 回復期 C 97 97 一般病棟13対１入院基本料 0.28 0.93 0.36 1.54 回復期


